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Ⅴ．社会奉仕に資する事業 (寄付行為第 4 条５号) 

【ボランティ事業部―福祉】 

 

 

 

 

プログラム 

開催日 プログラム名 参加者数 内メンバー

4月24日 バスツアー＜パラミタミュージアム＞池田満寿夫「般若心経シリーズ」他鑑賞 ２３ １０ 

５月２２日 深山学芸員（愛知県美術館）解説による彫刻の見方 １０ ７ 

７月２４日 岐阜県美術館「今 日本画は」展 鑑賞ツアー 22 １０ 

 ８月２１日 ２００８年盲学校鑑賞会（小学生６名参加） １６ １０ 

１月２２日 愛知県美術館主催「視覚に障害のある方へのプログラム」事前研修 16 8 

２月２６･２８日 愛知県美術館主催「第１２回視覚に障害のある方へのプログラム」にボランティアガイドとして協力（計４回） 

上記のプログラムの他、個人のリクエストに応じガイドをした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<利用者の方にお送りした立体的なクリスマスカード> 

 

活動内容 テーマ 

「声の文庫」作成 『はやぶさ新八御用旅２ 中仙道六十九次』テープ６巻 
『御宿かわせみ３２ 十三歳の仲人』テープ５巻 
『御宿かわせみ３３ 小判商人』テープ５巻 
これらの録音図書は CD にもできるようにデジタルで保存している。

       〃 『明智左馬助の恋』テープ８巻 
個人の音訳リクエスト 鍼灸関係 ６タイトル (CD) 

一般書  ２９タイトル (テープ) 
     CD 化  １７タイトル  
北区デイサービス献立表 ８月分除く毎月 (テープ) 

・名古屋 YWCA 機関紙音訳 毎号 (テープ) 
・名古屋市立東市民病院に設置の「声の文庫」テープの整理等ボランティア 毎月２名 
・利用者(２２名)へのクリスマスカード作成・郵送 
・デイジー図書編集勉強会 毎月 

 

メンバーが減っている中で、バスツアー、鑑賞ツアー、愛知県美術館主催プログラムへの協力等、ほぼ例

年通りの活動ができたように思う。                        （平川幸子） 

現在、視覚障害者の方たちの音声訳を聞くメディアがテ

ープ(アナログ)から CD・デイジー図書(デジタル)に移行し

ており、それに合わせて私たちのグループも今年度からデ

イジー図書の作製を本格的に開始した。昨年度から引き続

きデイジー図書の録音、編集のための勉強会を例会日とは

別に毎月開催した。利用者からのデイジー図書の依頼にお

応えできるようになったことは、グループ員一人ひとりの

積極的な勉強の努力によるものと思う。  （堀尾純子）
 

美術ガイドボランティアグループ 

音声訳グループ 
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日常活動 

日時 内容 回数 参加人数 

第２、第４月曜 YWCA 催し物案内チラシ点訳・発送 絵本点訳 5 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

開催日 プログラム名・テーマ 講師 人数

3 月 14 日 長田牧師に聞く「旧約聖書入門」 長田康志牧師（広路教会） ２０ 
5 月 9 日 野外学習 白鳥庭園  ６ 
7 月 26 日 ハワイアンサマーパーティでグループ紹介に参加 

新しく購入した機器の紹介と感謝を行なった 
 

日常活動 

日時 内容 回数 参加人数 

随時 録音 125 １０ 

 

スープキッチン 

 

 

 

 

 

プログラム 

日時 内容 回数  

４月～ ７月 路上生活者にスープとパンを提供 １６回  １回平均３０食 

９月～１２月     〃 １６回 １回平均３０食 

１月～ ３月     〃 １２回 １回平均３０食 

８月１０日早

朝 
おにぎりとみそ汁、おかずセットを提供 

１２月２３日 クリスマスメニューと靴下、お菓子を提供 

随時 日用品・新品の下着・中古の衣料を提供した 

◎ 毎回、グループメンバー２～４人参加。 

2008 年度は一般向けのプログラムが減少し、視覚障がいの方への案内も少なくなり６つのプログラム

の点訳・発送にとどまった。 絵本点訳は充分な冊子数とならなかった。 （脇田純子）       

点訳グループ 

テレホンサービスボランティアグループ 

一昨年 10 月に録音機器が故障。古い型式なので、修理不能と判明。そこで、機器購入のため、クリス

マスミニバザーで資金の一部を作り、他に外部の 2 団体からのご寄付、多くの会員からのご寄付をもっ

て、高額なデジタル式の機器を購入することができた。こうしたご支援により昨年 1 月よりテレホンサ

ービスを再開することができた。そして、これを期に、内容の見直しを行い、1 週毎にテーマを変えるこ

と、また、各週土曜、日曜は聖書の話をお送りすることに変更した。 
 また、毎月の例会には、「旧約聖書入門」（三浦綾子著）を読みその集大成として、昨年 3 月に聖書の

話の原稿を提供していただいている広路教会の長田康志牧師に講演をお願いした。 （馬上貴美子） 

 今年度は、路上生活者の要望に添い、８月を除き１年を通してスープ等を提供した。提供回数の増加

に加え、パン・容器等の価格の高騰により費用は予算を大幅に上回ったが、多くの方に寄付や食料品を

お寄せいただいたお陰で何とか乗越えられた。１２月からは世相を反映してか受給者が増加し、希望者

全員に配食できないこともあり対応に苦慮している。又、10 月からはフードバンクよりジュース、ご飯

パック等の提供を受け、受給者に喜ばれている。                 （横井邦子） 


